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紹
　
介

蜂
矢
真
郷
著

『
国
語
派
生
語
の
語
構
成
論
的
研
究
』是

　
澤
　
範
　
一二

本
書
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
を
も

っ
て
本
学
を
御
退
休
さ
れ
た
氏
の

「語
構
成
論
的
研
究
」
第
二
弾
で
あ
る
。
「
あ
と
が
き
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ

２の
。

本
書
は
、
前
書

『国
語
重
複
語
の
語
構
成
論
的
研
究
』
に
続
き
、
国
語

の
上
代
お
よ
び
中
古
の
用
例
を
中
心
に
、
必
要
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
時
代
を
下
る
用
例
を
も
合
わ
せ
、
力

（
。
ガ
）
行
に
関
係
す
る
接
尾

辞
を
伴
う
派
生
語
を
中
心
に
、
語
構
成
論
的
に
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。

目
次
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

は
し
が
き

第

一
編
　
　
動
　
　
詞
　
―
カ
ス
型
動
詞
―

第

一
章
　
カ
ス
型
動
詞
の
構
成

（
一
）

第
二
章
　
カ
ス
型
動
詞
の
構
成

（二
）

補
　
〓早
　
日
本
霊
異
記
訓
釈

「波
り
天
」
考

第
二
編
　
　
形
容
動
詞
語
幹
　
―
力

（
・
ヤ
カ

・
ラ
カ
）
型
語
幹
―

第

一
章
　
力
型
語
幹
の
構
成

第
二
章
　
ヤ
カ
型
語
幹
の
構
成

第
二
章
　
ラ
カ
型
語
幹
の
構
成

第
四
章
　
力

（
・
ヤ
カ

・
ラ
カ
）
型
語
幹
の
語
基

第
二
編
　
　
形
容
動
詞
語
幹
と
動
詞

―
力

（
・
ヤ
カ

・
ラ
カ
）
型
語
幹
と
ク

（
・
グ
）
型
動
詞

第

一
章
　
～
力

（
・
ヤ
カ

・
ラ
カ
）
と
～
ク

（
・
グ
）

第
二
章
　
～
ヤ
ク

（
・
ヤ
グ
）
と
～
ラ
ク

（
・
ラ
グ
）

第
四
編
　
　
形
　
容
　
詞
　
―
ケ
シ
型
形
容
詞
―

第

一
章
　
ケ
シ
型
形
容
詞
の
構
成

（
一
）

第
二
章
　
ケ
シ
型
形
容
詞
の
構
成

（
二
）

第
二
章
　
～
ケ
サ
と
～
カ
サ

第
四
章
　
～
カ
シ
イ

・
～
ケ
シ
イ

・
～
カ
イ

第
五
編
　
　
清
　
　
濁
　
―
力
行

・
ガ
行
の
清
濁
―

第

一
章
　
ク

（
・
グ
）
型
動
詞
の
清
濁

第
二
章
　
～
キ
と
～
ギ

あ
と
が
き

索
　
引

（語
句
索
引

。
事
項
索
引
）

上
記
の
構
成
に

つ
い
て
は
、
各
編

の
内
容
と
と
も
に
要
を
得
た
解
説
が

「
あ
と
が
き
」
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
本
書
を
読
む
指
針
と
な
る
。
し

た
が

っ
て
、
本
書
の
大
要
を
知
る
に
は
、
ま
ず

「
あ
と
が
き
」
を
読
ま
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

「
あ
と
が
き
」
に
あ
が
る
既
発
表
論
文
を
み
れ
ば
、　
一
九
八

一
年
か
ら
二

〇
〇

一
年
ま
で
の
十
九
本
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
新
た
に
書
き
加
え
た

箇
所
や
か
な
り
の
修
正
を
施
し
た
箇
所
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
些
不
す
本
書
と

の
関
係
は
お
お
よ
そ
の
も
の
に
と
ど
ま
る
」
と
い
う
。

本
書
に
お
け
る

「派
生
語
」
と
は
、
阪
倉
篤
義

『
語
構
成
の
研
究
』
（角



川
書
店
、　
一
九
六
六
）
に
お
け
る

「複
合
」
（本
来
自
立
の
用
法
を
有
す
る

二

つ
以
上
の
単
語
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
言
語
単
位
が
結
合
す
る
こ
と
）
と

「
派
生
」
（本
来
自
立
の
用
法
を
有
す
る

一
つ
の
単
語
に
、　
一
つ
以
上
の
非
自

立
的
要
素
、
い
わ
ゆ
る
接
辞
が
接
合
す
る
こ
と
）
の
定
義
に
基
づ
く
が
、
前

書
で
氏
が
改
め
て
と
ら
え
ら
れ
た
複
合
語

。
派
生
語
の
構
成
要
素
で
あ
る
三

要
素
、
す
な
わ
ち

（
イ
）
独
立
的
要
素

（
口
）
準
独
立
的
要
素

（
ハ
）
非
独

立
的
要
素

（
い
わ
ゆ
る
接
辞
）
で
い
え
ば
、
派
生
語
は

（イ
）
に

（
ハ
）
が

「
接
合
」
し
た
も
の
、
お
よ
び

（
口
）
に

（
ハ
）
が

「
接
合
」
し
た
も
の
を
、

あ
わ
せ
て
派
生
語
と
さ
れ
る
。

本
書
を
紹
介
す
る
に
お
よ
び
、
ま
ず
は
本
書
の
導
入
と
な
る
第

一
編
第

一

章
を
押
さ
え
る
こ
と
と
す
る
。
本
章
カ
ス
型
動
詞
の
考
察
が
、
以
降
第
二
編

ま
で
の
考
察
の
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
と
な

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第

一
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

「
カ
ス
型
動
詞
」
の
考
察
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ト
ド
ロ
カ
ス
と
オ
ビ
ヤ
カ
ス
は
語
尾
が
カ
ス
と

な
る
点
で
カ
ス
型
動
詞
で
あ
る
が
、
そ
の
語
構
成
は
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、

ト
ド
ロ
カ
ス
は
、
動
詞
ト
ド
ロ
ク
に
接
尾
辞

ス
が

つ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

オ
ビ
ャ
カ
ス
は
動
詞
オ
ビ
ュ
に
接
尾
辞
カ
ス
が

つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

カ
ス
を
、
阪
倉
氏
は
異
分
析
に
よ
る
肥
大
し
た
接
尾
辞
と
さ
れ
、
吉
田
金
彦

氏
は
ク
語
尾
動
詞
に

「
す
」
の
附
い
た
本
来
型
に
対
し
、
い
わ
ゆ
る
類
推
作

用
で
起
こ
っ
た
応
用
型
と
仮
称
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
承
け
蜂
矢
氏
は
カ
ス
型

動
詞
の
内
、
～
ク
に
当
た
る
動
詞
の
例
が
見
ら
れ
る
も
の
を
本
来
型
で
あ
る

こ
と
の
裏
付
け
と
し
て
、
上
代
の
本
来
型
の
例
ア
ク
ー

ア
カ
ス

・
ハ
ラ
ラ
ク

ーー
ハ
ラ
ラ
カ
ス

・
ユ
ラ
ク
ー
ｉ

ラ
カ
ス

・
ワ
ク
ー

ワ
カ
ス

・
ツ
ク
ー
ウ

カ

ス

・
ハ
ル
ク
ー
六

ル
カ
ス

・
ウ
ゴ
ク
ー
ウ
ゴ
カ
ス

・
ナ
ビ
ク
ー
ナ
ビ
カ
ス
を

挙
げ
ら
れ
る
。　
一
方
、
上
代
に
お
け
る
応
用
型

（動
詞
＋
カ
ス
）
の
確
例
は

見
え
な
い
と
し
て
、
中
古

。
中
世
の
例
を
列
挙

・
網
羅
さ
れ
る
。
応
用
型
は

さ
ら
に
代
入
型

（準
代
入
型
）
、
特
殊
代
入
型
、
直
接
型

（準
直
接
型
）
に

分
類
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
①
オ
ビ
ユ
ー
②
オ
ビ
ャ
ス
ー
③
オ
ビ
ヤ
カ
ス

（①

動
詞
ｌ
②
動
詞
＋
ス
ー
③
動
詞
＋
カ
ス
）
の
よ
う
に
、
②
の
例
を
持

つ
も
の

を
、
「
ス
を
カ
ス
に
代
え
る
こ
と
を
ス
に
カ
ス
を
代
入
す
る
よ
う
に
と
ら
え
」

て
代
入
型
と
呼
び
、
②
の
例
を
持
た
な
い
、

つ
ま
り
、
代
入
の
過
程
を
経
な

い
も
の
を
直
接
型
と
呼
ば
れ
る
。
分
類
作
業
は
文
献
を
博
捜
し
て
得
ら
れ
た

用
例
を
、
逐

一
検
討
の
も
と
に
な
さ
れ
る
。
「～
に
準
じ
て
と
ら
え
ら
れ
る
」

と
い
う
表
現
、
お
よ
び

「準
～
型
」
さ
ら
に
は

「
再
応
用
型
」
「
再
々
応
用

型
」
と
い
っ
た
分
類
枠
が
あ
る
の
も
、
そ
の
分
析
の
緻
密
さ
か
ら
生
じ
た
結

果
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
カ
ス
型
動
詞
の
形
成
過
程

（本
来
型

〉
代
入
型

〉

直
接
型
）
が
導
き
出
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
カ
ス
型
動
詞
の
構
成
は
、
形
容
動
詞
語
幹

（
ヤ
カ

型
語
幹

・
ラ
カ
型
語
幹
）
で
も
近
似
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
と
し
て
考
察
は
第
二
編

。
第
二
編

へ
と
展
開
す
る
。

第
四
編

（形
容
詞
―
ケ
シ
型
形
容
詞
―
）
は
、
～
力
が
接
尾
辞
シ
を
伴
う

と
と
ら
え
ら
れ
る
点
で
、
第
二
編
ま
で
の
母
音
交
替
に
よ
る
も
の
と
は
異
な

る
。
と
は
い
え
、
ケ
シ
型
形
容
詞

（
シ
ヅ
ケ
シ
（静
）
、

ニ
コ
ヤ
ケ
シ
（婉
）
、

ア
キ
ラ
ケ
シ
（明
）
な
ど
）
の
多
く
が
力

（
・
ヤ
カ

・
ラ
カ
）
型
語
幹
と
の
対

応
を
持

つ
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
対
応
を
持

つ
か
否
か
で

一
次
的
ケ
シ
型

と
二
次
的
ケ
シ
型
と
に
分
類
さ
れ
、
考
察
さ
れ
る
。



さ
て
、
派
生
語
の
研
究
で
あ
り
な
が
ら
、　
一
見
異
彩
を
放

つ
の
が
第
五
編

（清
濁
―
力
行

・
ガ
行

の
清
濁
―
）
で
あ
る
。
歴
史
的

に
見
る
と
、
「
キ

ツ

ク

・
キ
ゾ
ク

・
キ
ツ
グ

（城

・
築
と

や

「
イ
ザ
ナ
キ
」
「
イ
ザ
ナ
ギ
」
な
ど
、

濁
音
の
位
置
が

一
定
し
な
い
語
が
見
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
古
代
に
お
け
る
清

濁
お
よ
び
濁
音
化
の
問
題
は
、
連
濁
や
ア
ク
セ
ン
ト
の
型

（高
起
式

。
低
起

式
）
の
問
題
と
も
絡
ん
で
、
実
は
語
構
成

・
語
形
成
さ
ら
に
は
類
推

・
異
分

析
な
ど
の
複
雑
な
要
因
を
黎
む
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
検
討
に
必
要
な

清
濁
お
よ
び
ア
ク
セ
ン
ト
の
知
ら
れ
る
信
頼
で
き
る
資
料
に
は
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
も
の
さ
し
と
さ
れ
る
の
が

「
金
田

一
法
則
」
と
、
「
濁
音
共
存
忌
避

の
法
則
」
な
い
し

「
濁
音
並
列
忌
避
の
法
則
」
と
氏
が
称
さ
れ
る
法
則
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
法
則
を
尺
度
と
し
て
、
～
ク
か
ら
～
グ

ヘ
濁
音
化
す
る
動
詞

群

（
ア
フ
グ

・
イ
ソ
グ

・
カ
ツ
グ

・
サ
ワ
グ

・
ヌ
グ
な
ど
）
を
選
別
し
、
そ

の
理
由
を

「
形
容
詞
連
用
形
や
ク
語
法
の
も
の
な
ど
に
対
し
て
動
詞
で
あ
る

こ
と
を
明
示
す
る
必
要
性
」
に
あ
る
と
さ
れ
る
。　
一
方
、
名
詞

（動
詞
連
用

形
）
で
あ
る
～
キ
が
～
ギ

ヘ
濁
音
化
す
る

「
理
由
は
見
出
だ
せ
な
い
」
と
さ

れ
る
が
、
「
～
ク
か
ら
～
グ

ヘ
の
濁
音
化
が
多
く
四
段
動
詞
に
見
え
る
と
こ

ろ
か
ら
す
れ
ば
」
と
し
て
、
そ
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
結
果
と
し

て
力
行

・
ガ
行
に
関
係
す
る
接
尾
辞
の
派
生
現
象
が
、
ア
ク
セ
ン
ト
と
清
濁

の
観
点
か
ら
、
こ
こ
に
記
述
さ
れ
る
。

本
書
は
恩
師
阪
倉
篤
義
氏
が
先
鞭
を

つ
け
た
語
構
成
の
問
題
の
う
ち
、
派

生
語
の
構
成
と
し
て
不
明
瞭
で
あ

っ
た
古
代
語
の
語
群
を
、　
一
貫
し
た
分
類

方
法
に
よ
り
逐

一
解
明
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
力

（
・
ガ
行
）
に
関
係

す
る
接
尾
辞
を
伴
う
派
生
語
は
、
本
書
に
よ
り
整
理
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

氏
の
論
文
の
魅
力
は
、
博
捜
し
吟
味
さ
れ
た
用
例
に
基
づ
く
緻
密
な
考
察

と
論
証
、
そ
し
て
、
上
代
、
平
安
時
代

（初
期

。
中
期

。
後
期
院
政
期
）、

鎌
倉
時
代
、
室
町
時
代
と
い
う
時
代
区
分
の
中
に
用
例
が
配
置
さ
れ
、
国
語

語
彙
の
語
構
成
史

・
語
形
成
史
が
記
述
さ
れ
て
い
く
そ
の
過
程
に
あ
ろ
う
。

付
言
す
る
と
、
本
書
で
の
論
証
の
記
述
を
デ
ス
・
マ
ス
調
に
置
き
換
え
れ
ば
、

氏
の
講
義
で
の
語
り
口
と
ほ
ぼ
同
じ
と
な
り
、
か
つ
て
の
講
義
風
景
を
街
彿

さ
せ
て
、
な
つ
か
し
い
。

氏
は

「あ
と
が
き
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

本
書
は
、
力

（
・
ガ
）
行
に
関
係
す
る
接
尾
辞
を
伴
う
派
生
語
を
対
象

と
し
て
い
て
、
「
は
じ
が
き
」
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
接
尾
辞
ヤ

・
ラ

な
ど
を
伴
う
派
生
語
を
む
し
ろ
と
り
挙
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
そ
し
て
、
接
尾
辞
ヤ

・
ラ
な
ど
を
伴
う
も
の
を
前
書
第
六
編

で
接
尾
形
状
言
と
呼
ん
だ
が
、
そ
れ
を
含
む

”形
状
言
“
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
検
討
が
ど
の
よ
う
な
ま

と
ま
り
を
見
せ
る
か
は
、
今
後
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

本
書
に
は
編
ま
れ
な
か

っ
た
重
要
な
論
文
が
ま
だ
多
数
あ
り
、
そ
れ
ら
が

今
後
生
み
出
さ
れ
る
論
文
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
く
の

か
、
こ
れ
か
ら
も
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

注（１
）

重
複
語
を
中
心
に
考
察
し
た
前
書

（
一
九
九
八
年
塙
書
房
刊
）
は
、
同
年
、

第
十
七
回
新
村
出
賞
を
受
賞
し
た
。



（２
）

金
田

一
春
彦

（
一
九
五
三
）
「国
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
の
研
究
が
何
に
役
立

つ
か
」
「
金
田

一
博
士
古
希
記
念
言
語
民
族
論
叢
』
三
省
堂
）
に
よ
れ
ば
、

「あ
る
語

（
の
ア
ク
セ
ン
ト
ー
是
澤
注
）
が
高
く
始
ま
る
な
ら
ば
、
そ
の
派

生
語

・
複
合
語
も
す
べ
て
高
く
始
ま
り
、
あ
る
語
が
低
く
始
ま
る
な
ら
ば
、

そ
の
派
生
語
も
す
べ
て
低
く
始
ま
る
。
」
と
い
う
も
の
。

付
記本

書
の
素
材
と
も
い
え
る
語
句
の
数
は
、
二
十
八
頁
に
及
ぶ
語
彙
索
引

（語
構

成
要
素
を
含
む
）
か
ら
数
え
上
げ
る
と
、
約

一
四
五
〇
語
で
あ
っ
た
。
古
代
語
を

研
究
す
る
も
の
に
と
っ
て
は
貴
重
か
つ
興
味
深
い
ざ
４
８
●
で
ぁ
り
、
恩
恵
に
浴

し
た
い
。

（岩
波
書
店
、
二
〇

一
〇
年
二
月
、
四
四
八
頁
、　
〓
二
〇
〇
〇
円
）

（
こ
れ
さ
わ

。
の
り
み
つ
　
一示
都
精
華
大
学
講
師
）


